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１． 荒川４ダム等の現状 

１）秋ヶ瀬地点上流域平均降水量の状況（令和 7年 11月 5日 0時までの降水量） 

秋ヶ瀬（埼玉県志木市宗岡地先）地点上流域における降水量は、6月以降、平均値（昭

和 40年～令和 6年の 60年間の平均）を下回り続けています。特に 8月は、平均値 212mm

に対して約 2割となる 48mmとなりました。9月は台風 15号や前線等に伴う降雨があった

ものの、平均値 229mmの約 8割にあたる 190mmにとどまりました。10月は平均値 157mmの

約 5割である 78mmとなっています。 

(図－1、表－1参照） 

図－1 荒川秋ヶ瀬地点上流域平均降水量（令和 7年 11月 5日 0時まで） 

 

表－1 荒川秋ヶ瀬地点上流域平均降水量（令和 7年 11月 5日 0時まで）単位：mm 

注）平均値①はデータが存在する期間（59 ヶ年）を平均したもの 

平均値②は降水量の変化傾向を確認するために直近 20 ヶ年を平均したもの 
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２）荒川 4ダムの貯水状況等（令和 7年 11月 5日 0時現在） 

荒川 4ダムでは、少雨の影響により河川流量が低減し、8月上旬よりダムからの補給量

が増加しました。9月に入ると、台風 15号や前線等に伴う降雨の影響、さらに農業用水の

取水量の減少により、貯水量は増加傾向にあります。令和 7年 11月 5日 0時時点の合計

貯水量は、5,895万 m3（貯水率 41％）となっています。 

（表－2、図－2参照） 

図－2 荒川 4ダム貯水量図（令和 7年 11月 5日 0時現在） 

 

表－2 荒川 4ダム貯水量（令和 7年 11月 5日 0時現在） 

※有効容量は常時満水容量であり、貯水率は常時満水容量に対する貯水量の割合 
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２．今後の見通し 

気象予報 

令和 7 年 10 月 30 日気象庁発表の関東甲信地方の 1 か月予報(令和 7 年 11 月 1 日から令和 7

年 11月 30 日までの見通し)によると、向こう 1か月の気温は「高い」の確率が 60％ 、降水量

は「多い」の確率が 50％となっています。また、令和 7年 10月 21日気象庁発表の 3か月予報

(令和 7年 11月から令和 8年 1月までの見通し)によると、向こう 3か月の気温は「高い」の確

率が 40％ 、降水量は｢多い｣確率が 20％となっています。 

なお、令和 7年 9月 22日気象庁発表の寒候期予報（12月～2月までの天候の見通し）による

と、関東甲信越地方の今冬は、気温が「高い」の確率が 30％ 、降水量が｢多い｣確率が 20％とな

っています。 

 

1か月予報（令和 7年 10月 30日発表） 

 

3か月予報（令和 7年 10月 21日発表） 

 

寒候期予報（令和 7年 9月 22日発表） 
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３．今後の対応 

➢  今後は、荒川流域の降水状況や都市用水の水利用を十分考慮し、工事に伴う貯留制

限による利水容量への影響を最小限にするよう努めるとともに、既存施設等を広域的

かつ効果的に活用してきめ細かな運用を行っていきます。 

 

➢  荒川 4ダムの貯水量は、9月以降増加傾向にありますが、依然として平均値を下回ってい

るため、引き続き状況を注視するとともに、関係機関との情報共有を行ってまいります。 

 

➢  荒川水系渇水調整協議会としては、必要に応じ幅広い広報活動を通じて節水の協力

を要請していくとともに、取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的に行っ

ていきます。 


